
フ
ー
ヘ
ラ
ン
ド
（
○
・
葛
．
国
巨
匡
騨
且
』
ご
ｇ
‐
扁
器
）
は
、
一
七

六
二
年
八
月
に
チ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
首
都
ラ
ン
ゲ
ル
ザ
ル
ッ
ァ
で
生

ま
れ
た
・
父
は
ワ
イ
マ
ー
ル
公
の
侍
医
で
あ
っ
た
。
十
八
歳
の
時
に
医

学
を
勉
強
す
る
た
め
イ
エ
ナ
大
学
に
入
学
、
翌
年
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ソ
大

学
に
転
学
、
後
一
七
八
三
年
医
学
博
士
の
称
号
を
受
け
た
。
卒
業
後

に
イ
エ
ナ
ヘ
帰
り
、
病
身
の
父
を
助
け
て
診
療
に
従
事
し
た
。
一
七

八
七
年
に
父
が
死
亡
し
、
同
年
十
六
歳
の
娘
旨
冨
昌
。
シ
日
③
旨
侭

と
結
婚
し
、
四
人
の
子
を
も
う
け
た
。
一
七
九
三
年
イ
エ
ナ
大
学
教

授
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
一
八
○
○
年
招
か
れ
て
。
ヘ
ル
リ
ン
ヘ
移
住
し
、
プ

ロ
イ
セ
ン
宮
廷
医
と
な
り
宮
廷
か
ら
信
頼
を
受
け
た
後
、
一
八
○
九

年
ベ
ル
リ
ン
大
学
医
学
部
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
病
理
学
・
診
療
法
の

講
座
を
担
当
し
た
。
フ
ー
ヘ
ラ
ン
ド
の
人
と
な
り
は
、
高
雅
に
し
て

博
識
、
学
問
は
ほ
と
ん
ど
万
般
の
科
目
に
及
ん
だ
。
診
療
や
著
述
を

通
し
て
医
学
界
に
貢
献
す
る
と
こ
ろ
大
き
く
、
そ
の
二
、
三
を
挙
げ

フ
ー
ヘ
ラ
ン
ド
の
『
長
生
術
』
に
つ
い
て

吉
原
瑛

れ
ぱ
、
種
痘
流
行
の
際
の
患
者
隔
離
の
対
策
、
注
射
法
や
死
体
解
剖

室
等
彼
の
創
意
に
よ
る
も
の
が
多
い
と
い
わ
れ
る
。
一
八
三
六
年
八

月
七
十
四
歳
で
病
没
し
た
。

次
に
、
本
書
の
趣
旨
、
概
要
を
示
す
。

フ
ー
ヘ
ラ
ン
ド
の
自
叙
伝
に
よ
れ
ば
、
一
七
九
三
年
三
十
歳
の

時
、
彼
の
父
が
ワ
イ
マ
ー
ル
公
の
侍
医
で
あ
っ
た
縁
故
か
ら
、
当
時

詩
人
ゲ
ー
テ
の
家
で
催
さ
れ
た
金
曜
日
の
集
会
で
、
は
じ
め
て
長
生

術
に
つ
い
て
講
演
を
し
た
。
そ
の
夜
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
公
も
出
席
し

て
い
て
、
彼
の
講
演
に
た
い
そ
う
感
激
し
、
そ
ば
に
い
た
ゲ
ー
テ
を

か
え
り
み
て
、
「
フ
ー
ヘ
ラ
ン
ド
は
教
授
向
き
だ
・
イ
エ
ナ
の
大
学
で

席
を
与
え
て
や
ろ
う
」
と
い
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
が
機
縁
と
な

っ
て
、
そ
の
翌
年
か
ら
イ
エ
ナ
大
学
へ
招
聡
さ
れ
て
講
義
を
始
め
て

い
る
。
そ
の
長
生
術
は
大
変
に
歓
迎
さ
れ
、
数
年
後
に
、
修
正
増
補

し
て
《
宇
目
①
瞬
巨
目
異
口
農
目
①
畠
ｏ
匡
旨
胃
伊
⑦
胃
昌
図
巨
ぐ
自
蔵
目
鴨
冒
》
》

と
題
し
て
出
版
し
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

一
七
九
七
年
に
初
版
が
出
さ
れ
、
一
七
九
八
年
に
二
版
、
一
八
○
五

年
に
三
版
、
一
八
○
六
年
に
四
版
、
一
八
二
三
年
に
五
版
と
、
版
を

重
ね
て
い
る
間
に
い
く
ぶ
ん
改
訂
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
基
本
構
想

は
三
十
歳
前
の
も
の
で
あ
る
。
八
版
は
一
八
六
○
年
の
年
に
縮
刷
し
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て
出
さ
れ
、
《
《
冨
秒
胃
○
豆
○
鼻
・
号
萄
目
③
尻
目
昌
降
》
烏
唖
冒
目
②
。
罠
。
胃

Ｆ
３
①
旨
圃
巨
ぐ
ｏ
二
営
鴨
昌
望
》
と
い
う
名
前
が
付
せ
ら
れ
た
。

フ
ー
ヘ
ラ
ン
ド
の
『
長
生
術
』
は
初
版
が
出
さ
れ
た
後
、
直
ち
に

英
・
閲
・
米
等
各
国
語
に
翻
訳
さ
れ
、
ま
た
わ
が
国
へ
も
部
分
訳
と

し
て
幕
末
期
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
世
界
各
国
へ
与
え
た
本
書
の
影

響
が
そ
れ
に
よ
っ
て
考
え
ら
れ
よ
う
。

『
長
生
術
』
は
理
論
編
と
実
際
編
に
分
け
て
論
述
し
て
い
る
。
理

論
編
で
は
、
啓
蒙
時
代
の
ド
イ
ツ
の
学
者
ら
し
く
、
理
論
的
に
系
統

だ
っ
た
衛
生
法
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
基
本
概
念
と
し

て
、
病
気
、
健
康
、
長
寿
、
生
活
法
等
に
つ
い
て
の
科
学
的
実
証
的

な
説
明
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
詳
細
な
検
討
を
し
て
象
た
い
。

実
際
編
で
は
、
こ
れ
を
さ
ら
に
二
つ
に
分
け
、
一
つ
は
生
命
を
短

縮
す
る
原
因
一
○
ヵ
条
、
も
う
一
つ
は
生
命
を
長
く
す
る
手
段
一
九

カ
条
を
あ
げ
て
い
る
。

こ
こ
で
ば
実
際
編
の
項
目
の
承
を
掲
げ
て
お
く
と
、
ま
ず
、
人
の

寿
命
を
短
縮
す
る
要
因
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

・
生
命
を
短
縮
す
る
原
因
一
○
ヵ
条

一
軟
弱
な
る
教
育
、
二
色
慾
の
濫
用
、
三
精
神
の
過
労
、

四
各
種
の
疾
病
、
五
不
潔
な
空
気
ｌ
大
都
会
の
密
集
生
活
、
六

飲
食
の
摂
取
過
多
、
七
精
神
の
悩
朶
、
恐
れ
、
不
機
嫌
等
、
八

過
度
の
想
像
力
、
過
敏
、
九
毒
物
、
十
老
衰

・
生
命
を
延
長
す
る
手
段
一
九
ヵ
条

一
良
き
身
体
的
遺
伝
、
二
幼
少
時
代
の
合
理
的
な
身
体
の
訓

練
、
三
勤
勉
、
四
色
慾
の
慎
み
、
五
幸
福
な
結
婚
、
六
睡

眠
、
七
健
康
の
た
め
の
運
動
、
八
野
外
の
空
気
を
楽
し
む
、
九

田
園
生
活
、
十
旅
行
、
十
一
清
潔
（
こ
と
に
皮
層
の
）
の
習
慣
、

十
二
良
き
食
事
、
適
度
の
飲
食
、
十
三
精
神
の
安
静
ｌ
満
足
と

希
望
と
信
仰
を
も
つ
こ
と
、
十
四
快
適
な
五
感
へ
の
刺
激
、
十
五

疾
病
の
予
防
と
治
療
、
十
六
救
急
処
置
、
十
七
老
齢
の
心
得
、

十
八
精
神
の
救
養
、
十
九
上
述
諸
項
を
そ
れ
ぞ
れ
の
体
質
、
気

質
お
よ
び
生
活
条
件
に
応
じ
て
適
用
す
る
こ
と
。

以
上
の
結
論
と
し
て
、
心
の
中
に
は
精
神
の
平
和
を
い
だ
き
、
外

に
向
っ
て
は
有
益
な
活
動
を
な
す
こ
と
が
、
あ
ら
ゆ
る
幸
福
の
、
あ

ら
ゆ
る
健
康
の
、
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
長
寿
の
正
真
唯
一
の
秘
訣
で
あ

る
と
説
い
て
い
る
。

（
群
馬
大
学
教
育
学
部
）
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